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学習指導要領コードの利活用に関する調査研究事業 

学習指導要領コードの利活用に関する実証テスト参加及びアンケートご協力のお願い 

平素は当会へのご理解ご協力を賜り、深く感謝申し上げます。 

さて、当会は文部科学省様より令和３年度「学習指導要領コードの利活用に関する調査研究事業」を受

託し、調査研究を進めてきたところです。 

本事業は、学習指導要領コード1が、官民の保有する教育に関するデジタルコンテンツに付与され、相

互に連携・活用可能なデータが増え、実際に活用され、新たな価値を生む好循環を創出することを目指し

ています（別添１参照）。また、学習指導要領コードの活用により、将来的にどのような具体的な価値の

創出が考えられるか、事業者、研究者及び教育委員会等に対してヒアリングを行った結果、例えば別添の

ようなユースケース（具体的な将来像）があり得るとの示唆を得たところです（別添２参照）。 

今回お願いするのは、学習指導要領コードの利活用の具体的な将来像を設定し、将来像達成の課題を洗

い出すため、本事業で実証テストのために開発したシステムを実際に利用していただき、実際に教育に

携わる事業者の皆様から忌憚のないご意見を賜りたいものです。 

本実証テストでは、本事業で作成した学習指導要領コード付与支援システムにて、御社が保有するコン

テンツへの学習指導要領コードの付与を無料にて体験していただけます。また、頂いたご意見は当会に

て取りまとめの上、文部科学省に報告し、将来の教育行政に役立てられることとなります。学習指導要領

コードの自社コンテンツへの付与に興味関心がある会社様は、是非とも本事業へのご理解を賜り、ご協

力をいただきますようお願い申し上げます。 

具体的な実証テスト及びアンケートの進め方については、実証テスト実施要領をご覧ください。 

なお、回答について、事業者名・回答者名が分かる形で第三者に提供／公開されることはありません。 

1文部科学省が教育データを効果的に利活用するための環境整備の一環として公表した、学習指導要領 1 つ 1 つの項目に

付与した 16 桁の文字コード 
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好循環を通じた価値の最大化

活用 付与

相互に連携・活用可能
な

データ量の増加
MEXCBT
問題

学習指導要領コード
付与支援システム
（試行開発）

オープンデータAPI
（試行開発）

付与の負担軽減活用の促進

連携支援サイト
（試行開発）

活用イメージ
の具体化

デジタル
教科書

民間デジタル
教材 指導案

（サービス開発等）

学習指導要領コードを通じた価値の創出イメージ

学習指導要領コード及
び

関連するオープンデータの
改善・充実

別添１
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学習指導要領コードのユースケース
（2022/1/26時点）

別添２

本ユースケースはヒアリング等で提起されたアイデアをイメージ
化したものであり、必ずしも具体化を示唆するものではありま
せん
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（例：STEAM Library）

（事例イメージ）教科等横断的な学びと教科学習とを往還する学びの実現

実社会の課題などをテーマに教科等横断的な学びを進める中で、教科書・教材等の関係部分に学習者が容易
にアクセスできることなどを通じて、学習者が、実社会の課題を入口として、各教科の学びとの関係性をより実感
しながら学ぶことが可能になるのではないか。

現状 STEAMなどの教科等横断的な学習と各教科での学びとの結び付きが、学習者にとって見えづらい場合がある。

教科書・教材

理科

エネルギーと物
質

学習指導要領コード
8361233711100000

社会
資源・エネルギー

と産業
学習指導要領コード
83212A332530000
0

データの活用
学習指導要領コード
8350213412100000

数学

理科

社会

数学

炭素の性質 度数分布と
ヒストグラム

日本の資源と産業

第１節 ： 生活と社会に関わるエネルギー
第３節 ： 発電・蓄電・送電の基本原理とエネルギーミックス
第11節 ： エネルギー問題を数学的視点で考える

内容
授業で習うことって、こうやって実社会
の課題とつながっているんだ！

STEAM教材 学習指導要領コードで紐付け

学習指導要領コードの活用

※ヒアリング等で提起されたアイデアをイメージ化したものであり、必ずしも具体化を示唆するものではありません
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学習指導要領コードを介して
容易にアクセスでき、カリキュラム

マネジメントの一助に

（事例イメージ）学習指導要領解説等の簡便な確認

教
材

指導案

教材・指導案等の共有サイト等 学習指導要領解説等

織田信長

CSコード
822003010XXXXXXX

CSコード
822003010XXXXXXX

学習指導要領コード
該当部分

（解
説）

CSコード
822003010XXXXXXX

教材や指導案等の共有サイト等において、個別のコンテンツに学習指導要領コードが付与され、対応する指導
要領解説や評価規準等に容易にアクセスできる環境ができることで、教員がカリキュラムマネジメントの一環として
指導案等を検討するにあたり、学習指導要領解説や評価規準等に簡便に立ち返りつつ、改めて指導の趣旨や
目的、評価等について推敲する一助となるのではないか。

現在、学習指導要領解説や評価規準は文科省ウェブページ等で公開されているものの、教員が指導計画
等を検討する際に、指導計画等と照らし合わせながら確認するには手間がかかる。

現状

学習指導要領コードの活用

※ヒアリング等で提起されたアイデアをイメージ化したものであり、必ずしも具体化を示唆するものではありません
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（事例イメージ）学習履歴の可視化

学習者

①回答

学習者

①回答

③フィードバック

MEXCBT

自治体学力調査

③フィードバック

②クロスプラットフォーム（※）で分析

学習ｅポータル等

異なるコンテンツ同士の学習履歴等をもとに、
学習者の学習状況や理解度を、総合的に可視化・分析

問題

CSコード
822003010XXXXXXX

問題

CSコード
822003010XXXXXXX

〇〇県
学力調査

学習指導要領コードの活用

例えば、MEXCBTと自治体学力調査など、異なる教材やテストの結果等について、学習指導要領コードで紐づけ
ることによって、総合的に分析することが可能となり、教員が児童生徒一人ひとりについて、よりきめ細かい理解を
得ることに資するのではないか。

現状 学校で使用される教材等はそれぞれ独立しているため、教材等をまたいで学習状況等を把握することは困難。

そのままでは学習履
歴や回答結果の連携
は困難。

※（例）MEXCBTと自治体学力調査の結果
同士

学
習
指
導
要
領
コ
ー
ド
で
紐
づ
け

※ヒアリング等で提起されたアイデアをイメージ化したものであり、必ずしも具体化を示唆するものではありません
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（事例イメージ）デジタル教科書等による関連コンテンツの参照

学習指導要領コードの活用

現状

コンテンツホルダーが、自社コンテンツに学習指導要領コードを付与した上で、学習指導要領コードと対応するコン
テンツのURL等をAPIで公開することで、デジタル教科書等から単元に関連するコンテンツを提示することが可能
になるのではないか。

各事業者が提供する学習コンテンツが、教科書や教材のどの単元に相当するのかが分かりづらい

織田信長

デジタル教科書等

CSコード
822003010XXXXXXX

CSコード
822003010XXXXXXX

CSコード
822003010XXXXXXX

CSコード
822003010XXXXXXX

CSコード
822003010XXXXXXX

〇△
ドリル

学習
者

url: https://www.xxxxxx

url: https://www.xxxxxx

url: https://www.xxxxxx

url: https://www.xxxxxx

教員

指
導
要
領
コ
ー
ド
を

介
し
て
呼
出
し

AP
I

AP
I

AP
I

AP
I

※ヒアリング等で提起されたアイデアをイメージ化したものであり、必ずしも具体化を示唆するものではありません
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（事例イメージ）全国の学校における年間指導計画等の集約・オープンデータ化

教員

投稿

参照

参照

投稿

参照

指導案Ａ

指導案Ａ’

指導案Ｂ

指導案Ｃ

改変
指導案A → 

A’
教員

教員

共有・オープンデータ化

CSコード
822003010XXXXXXX

CSコード
822003010XXXXXXX

CSコード
822003010XXXXXXX

CSコード
822003010XXXXXXX

学習指導要領コードの活用

学校・教員が、学習指導要領コードを付与された年間指導計画や指導案等を共有・検索可能とすることで、
他の学校での実践等を参考にすることなどによるカリキュラム・マネジメントの改善に寄与することができるので
はないか。

現状 各学校においては、教員がそれぞれに各教科の指導計画や指導案を作成している。

※ヒアリング等で提起されたアイデアをイメージ化したものであり、必ずしも具体化を示唆するものではありません
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